


私たちの暮らし
熊本市の自然環境

［ 暮らしを支える生物多様性 ］
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　私たちの暮らしは、ここ数十年の間に目まぐるしく変化してきました。パソコンやスマートフ

ォンがあれば、私たちは誰にも会わずとも、生活のほとんどを完結できる時代になってきました。

　では、人は一人だけで生きていけるのでしょうか。

　いいえ。私たちは食べること一つとってみても、農業、畜産業、漁業を営む方がいて、それら

を流通に乗せ、自宅に運ぶシステムがあるからこそ、一人家に居ながらおいしいものを食べる

ことができるのです。これは、現代の便利な生活だけではなく、私たち人間の存在自体にも、同じ

ようなことが言えます。私たち人間は、地球上の生物すべてとつながりあい、関わり合いながら

存在しています。それは、いつの時代も変わりなく、どんなに文明が発達しても、人が地球で

生きていく以上、生物との関わり合いなしに生きていくことはできません。私たちの豊かな

暮らしは、多様な生物とそのつながりである「生物多様性」に支えられているのです。

　しかしながら、現在、地球上の種の絶滅が過去に類を見ない速さで進んでおり、しかもその原

因は明らかに人間活動によるものと言われています。

　生物多様性は、私たちが暮らす環境そのものです。生物多様性の損失を止め、将来にわたって

そのめぐみを受け続けていくために、共に力を合わせて、人と自然が共生し、魅力と活力ある社

会を築いていきましょう。
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熊本市の日平均気温の推移

※観測開始（約 130年前）から 2℃上昇
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生きるために不可欠な酸素
（植物の光合成）郷土料理の辛子蓮根水張りした水田熊本市の代表的作物スイカ

特定外来生物アライグマ放置され荒れた竹林絶滅のおそれがあるセボシタビラ

第 1 の危機 第 2 の危機 第 3 の危機 第 4 の危機

基盤サービス供給サービス 調整サービス 文化的サービス

同じ種でも形や模様が違うこと

ハマグリ、テントウムシ類など…

いろいろな種の生物がいること 多種多様な生態系があること

カワセミ、モンシロチョウなど… 金峰山、江津湖など…

開発・乱獲など人間活動 自然に対する働きかけの縮小 外来種の人為的な持ち込み

地球に生物が誕生して以来、約38億年という長い年月をかけて、環境に適応する進化が繰り返された結果、多
様な環境の中で私たち人間を含む多くの生物が互いに影響を及ぼしあうつながりができました。この「様々な
生物とそのつながり」のことを「生物多様性」と呼んでいます。

私たちの豊かな暮らしは、生物多様性のめぐみによって支えられています。

現在、地球上の種の絶滅は過去に類を見ない速さで進んでいます。原因は私たち人間の活動によるものと言
われており、このままでは生物多様性のめぐみを受けられなくなる可能性があります。

➡ 生物の減少
➡ 生息・生育地の減少 など

➡ 里地里山における自然の質
　 の低下

➡ 生態系被害 など

[ 生物多様性を守る理由 ]

生物多様性の危機 4つの危機

生物多様性のめぐみ 4つの生態系サービス

生物多様性とは ３つの多様性
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地球環境の変化

生物の生存基盤
➡ 土壌、酸素、水 など

地域の環境に根付いた伝統
➡ 伝統文化、郷土料理、芸術
 　　　　　　　　　　　など

自然によって提供される安全性
➡ 気温上昇の緩和、洪水防止
 　　　　　　　　　　　など

暮らしに必要な資源
➡ 食料、燃料、木材 など

Summary version　01

自然のめぐみに感謝し、人と自然が共に生きるまち、熊本を、みんなで実現する
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